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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成24年6月14日(2012.6.14)

【公開番号】特開2010-257838(P2010-257838A)
【公開日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2009-108064(P2009-108064)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/0565   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １１０　
   Ｈ０１Ｍ  10/00    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非水溶媒と、電解質塩と、マトリックス樹脂と、充填材と、界面活性剤とを含む非水電
解質組成物。
【請求項２】
　上記界面活性剤が、炭化水素系界面活性剤及び／又はシリコーン系界面活性剤を含有す
る界面活性剤である請求項１に記載の非水電解質組成物。
【請求項３】
　上記充填材１００質量部に対して上記界面活性剤を０．３～５質量部の割合で含有する
請求項１に記載の非水電解質組成物。
【請求項４】
　上記充填材が、鉄、銅、ケイ素、ナトリウム、マグネシウム及びジルコニウムの不純物
合計濃度が１００ｐｐｍ以下（但し、セラミックス粉が酸化ジルコニウムを含む場合はジ
ルコニウムを、酸化マグネシウムを含む場合はマグネシウムを除く。）のセラミックス粉
である請求項１に記載の非水電解質組成物。
【請求項５】
　上記充填材が、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化チタン及び酸化マグネシウ
ムからなる群より選ばれる少なくとも１種を含有するセラミックス粉である請求項１に記
載の非水電解質組成物。
【請求項６】
　上記酸化アルミニウムが、α化率が８０％以上の酸化アルミニウムである請求項５に記
載の非水電解質組成物。
【請求項７】
　正極と、負極と、セパレータと、非水電解質組成物とを有し、
　上記非水電解質組成物が、非水溶媒と、電解質塩と、マトリックス樹脂と、充填材と、
界面活性剤とを含む非水電解質二次電池。
【請求項８】
　上記界面活性剤が、炭化水素系界面活性剤及び／又はシリコーン系界面活性剤を含有す
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る界面活性剤である請求項７に記載の非水電解質二次電池。
【請求項９】
　上記充填材１００質量部に対して上記界面活性剤を０．３～５質量部の割合で含有する
請求項７に記載の非水電解質二次電池。
【請求項１０】
　上記充填材が、鉄、銅、ケイ素、ナトリウム、マグネシウム及びジルコニウムの不純物
合計濃度が１００ｐｐｍ以下（但し、セラミックス粉が酸化ジルコニウムを含む場合はジ
ルコニウムを、酸化マグネシウムを含む場合はマグネシウムを除く。）のセラミックス粉
である請求項７に記載の非水電解質二次電池。
【請求項１１】
　上記充填材が、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化チタン及び酸化マグネシウ
ムからなる群より選ばれる少なくとも１種を含有するセラミックス粉である請求項７に記
載の非水電解質二次電池。
【請求項１２】
　上記酸化アルミニウムが、α化率が８０％以上の酸化アルミニウムである請求項１１に
記載の非水電解質二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
（参考例２－１－１）
（正極の作製）
　まず、正極活物質としてのリチウムコバルト複合酸化物（ＬｉＣｏＯ2）９１質量部と
、導電剤としての黒鉛６質量部と、結着剤としてのポリフッ化ビニリデン（ＰＶｄＦ）１
０質量部とを均質に混合し、Ｎ‐メチル‐２‐ピロリドン（ＮＭＰ）に分散させて、正極
合剤スラリーを得た。
　次いで、得られた正極合剤スラリーを、正極集電体となる厚み２０μｍの帯状アルミニ
ウム箔の両面に均一に塗布し、乾燥して、正極活物質層を形成した。これを幅３８ｍｍ、
長さ７００ｍｍの形状に切断して、正極を作製し、更に正極端子を取り付けた。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
（参考例２－１－２～参考例２－１－６及び比較例２－１－１）
　非水電解質組成物の作製に当たって、その仕様の一部を表９に示すように変更したこと
以外は、参考例２－１－１と同様の操作を繰り返して、各例の非水電解質二次電池を得た
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
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【表９】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　表９より、参考例２－１－１～参考例２－１－６は、本発明外の比較例２－１－１と比
較して、ショート荷重及び電池特性におけるＯＣＶを殆ど低下させることなく、電池特性
におけるサイクル特性を向上させていることが分かる。
　また、表９より、α化率は９０％以上であることがより好ましいことが分かる。更に、
表９より、不純物濃度は１００ｐｐｍ以下であることがより好ましいことが分かる。
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